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群は初回に対して 2回目（p＜0.05）， 3 回目（p
＜0.01）， 4 回目（p＜0.005）は PCR値が有意に
低下した．コントロール群でも初回に対して 3回
目（p＜0.05） 4 回目（p＜0.01）は PCR値が有
意に低下したが TBI群の方がより減少した．
【結論】
アンケート調査の結果から，定期健診のために
歯科医院を受診する事は，業種に拘わらず口腔保
健に関する個人の知識，女性であること，補助道
具の使用，40歳以上の年齢が強く関与していた．
従って，定期健診を受診している人は，ブラッシ
ングの方法等の知識を習得しており，補助道具を
併用した口腔ケアを実施しているため，口腔内の
状態が良好である．しかし，これらの人は8020を
目指しているわけではなく，生活の一部として口
腔内のケアを実施していると考えられる．さら
に，会社へ出向いて実施する TBIの効果も十分
に期待できる事，TBIを実施しなくても検査を
する行為だけでも，口腔ケアに影響力があること
が明らかとなった．今後，40歳未満の勤労者や定
期健診を受けていない男性の意識改革を強化する
とともに，時間がなくて定期健診を受けられない
人に対して，訪問指導をする等の歯科医師の能動
的なアプローチも重要だと示唆された．
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